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介護保険とは？

介護保険サービスの利用/利用の手続き

介護保険サービスの利用/利用できるサービス

教職員が利用できる休業等の制度

介護期の手当や利用できる制度

介護支援リンク集/連絡先リスト

〒819-0395　
福岡市西区元岡744 伊都キャンパス 中央図書館２階

文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現
イニシアティブ」の一環として本ハンドブックを作成しました。

TEL：092-802-2034　FAX：092-802-2038
E-mail:office@danjyo.kyushu-u.ac.jp

URL:http://danjyo.kyushu-u.ac.jp/

九州大学に勤務する教職員の皆さまが、介護について

考える際のご参考用にハンドブックを作成しました。

働く教職員の皆さまを支え、お役に立てれば幸いです。

また、大学院生の皆さまにも将来のために役立つこと

を願っています。

はじめに

2016年3月発行
2023年3月改訂
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介護が身近になった時、まずは介護保険について理解しましょう。介護保険とは？

介
護
保
険
と
は
？

介護保険制度は、平成12年4月からスタートしました。 
お住まいの市区町村（保険者といいます）が制度を運営して
います。 40歳になると、被保険者として介護保険に加入し、 
65歳以上の方は、市区町村（保険者）が実施する要介護認
定において介護が必要と認定された場合、いつでもサービ
スを受けることができます。 また、40歳から64歳までの人
で、介護保険の対象となる特定疾病により介護が必要と認
定された場合は、介護サービスを受けることができます。 

1.  65歳以上の人（第１号被保険者）
2.  40～64歳までの医療保険に加入している人（第２号被保険者）

●がん末期

●関節リウマチ

●筋萎縮性側索硬化症

●後縦靱帯骨化症
●骨折を伴う骨粗鬆症

●初老期における認知症

●脊髄小脳変性症

●脊柱管狭窄症

●早老症

●多系統萎縮症

●糖尿病性神経障害、糖尿病性腎症
　及び糖尿病性網膜症

●脳血管疾患

●パーキンソン病、進行性核上性麻痺
　及び大脳皮質基底核変性症

●閉塞性動脈硬化症

●慢性閉塞性肺疾患

●両側の膝関節又は股関節に著しい
　変形を伴う変形性関節症

介護保険の給付は高齢者が利用する施設やサービス事業者に
直接行われ、利用者は自己負担分だけを支払います。

介護保険制度による施設・サービスを受けるためには、要介護認定審査を受けなければなりません。

介護保険制度って何？

介護保険の仕組み

介護保険サービスの対象者等

40歳以上64歳の方
第2号被保険者

介護報酬（サービス利用料の9割を支払い）

連携

相談、支援など（無料）

介護サービスの
提供

介護サービス利用料
（1割を自己負担）

65歳以上の方
第1号被保険者

市町村（保険者）
介護保険制度運営

介護保険料
納付

介護サービス事業者
サービス提供

特定疾病（16種類）

■ 40歳以上の人は、介護保険の被保険者となります 

1. ＜65歳以上の人＞（第１号被保険者）
　 寝たきりや認知症などにより、介護を必要とする状態（要介護状態）になったり、
    家事や身じたく等、日常生活に支援が必要な状態（要支援状態）になったりした
    場合

2. ＜40歳以上64歳までの人＞（第２号被保険者）
　 初老期の認知症、脳血管疾患など老化が原因とされる病気（※特定疾病）に
　 より、要介護状態や要支援状態になった場合

■ 介護保険のサービスを利用できる人は次のとおりです

※介護給付や予防給付のサービスを利用するには要介護（要支援）認定を受ける必要があります。 

地域包括
支援センター

サービスの利用については
次のページをご覧ください！

手続きについてはP.6に掲載しています

高齢者の暮らしを地域でサポートするために各自治体が設置しているセンターで、
保健師や社会福祉士、主任ケアマネージャー等が配置されています。地域の高齢者
やご家族の窓口となり、各機関と連携して悩みや相談を解決します。

※地域包括支援センターとは？

※
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要介護度に応じて、介護保険により、さまざまな介護保険サービスを
利用することができます。

かかりつけ医に申請書の疾病の状態、特別な
医療、認知症や障害の状況について意見書を

求めます。（市区町村が依頼します）

心身の状態が安定し
ていないか、認知症
等により部分的な介
護を要する状態

主治医の意見書

訪問調査の結果に基づき、
コンピューター判定が行われます。

一次判定

二次判定

介護保険サービスの利用

要介護（要支援）認定まで 要介護（要支援）認定後のサービス

・介護保険やサービスの利用については、市町村と東京都では23区の特
別区（以下、市区町村）の介護保険担当窓口、地域包括支援センター、居
宅介護支援事業者等に相談することができます。
・サービスの利用を希望する場合は、市区町村の介護保険担当窓口に介護
保険被保険者証を添えて「要介護（要支援）認定」の申請をします。
・地域包括支援センター、居宅介護支援事業者、介護保険施設に申請の代
行を依頼することもできます。

介護認定審査会において、一次判定結果、概況調査、医師意見書などを踏まえ、
どのくらいの介護が必要か審査を行います。（病気などの重症度では決まりません）

訪問調査

相談・申請

市区町村の認定調査員が訪問して聞き取り調査を行います。
全国共通の認定調査票に基づいて、申請者の心身状態などの聞き取り調査が行われます。

　　　　　　　　　　●要介護認定・要支援認定申請書（各区福祉・介護保険課の窓口にあります） ●介護保険被保
険者証 ●40歳以上65歳未満の人は医療保険被保険者証 ●手続をする人（被保険者本人）のマイナンバーを確認でき
る書類（番号確認書類） ●マイナンバー所有者本人又は代理人の身元を確認できる書類（身元確認書類）

●要介護認定に関するお問い合わせや申請書取得などは、各市区町村のホームページをご覧ください●

介護給付 地域支援事業（総合事業）予防給付

要介護・要支援状態と
なるおそれのある方

要介護認定・結果通知

要介護認定

・要介護1～5、要支援1・2、非該当（自立）の８つの区分に認定されます。
・非該当（自立）と認定された方は、介護保険サービスを利用することができません。
・認定の有効期間の満了日は、原則として新規・変更の場合は6ヶ月後、更新の場合は12ヶ月後の月末です。なお、
 心身の状況の急速な重度化が予測される場合は、有効期間は3ヶ月まで短縮されることがあり、心身の状況が長期
  的に安定していると判定される場合は、有効期間は24ヶ月まで延長されることがあります。

まずは相談！

ケアマネージャー※による介護サービスの
利用計画（ケアプラン）

ケアマネージャー※による
介護予防ケアプラン

施設サービス

・介護老人福祉施
  設（特別養護老人
  ホーム）
・介護老人保健
  施設
・介護療養型医療
  施設
・特定施設養護
  老人ホーム
・有料老人ホーム
  （介護付き、住宅
  型、健康型）
・軽費老人ホーム
  （ケアハウス、A型）
・サービス付き高齢
  者向け住宅（有料
  老人ホームに該当
   するサービスを提
  供している施設に
  限る）

・定期巡回・随時
  対応型訪問介護
・小規模多機能型
  居宅介護
・夜間対応型
  訪問介護
・認知症対応型
  共同生活介護

・介護予防小規模
  多機能型居宅
  介護

・介護予防認知症
  対応型共同生活
  介護

・介護予防
  訪問介護・看護
・介護予防
  通所リハビリ
・介護予防居宅
  療養管理指導

居宅・介護サービス

・訪問介護
・訪問看護
・通所介護
・短期入所
  生活介護

介護予防サービス 介護予防事業 市町村の実情に
応じたサービス

地域密着型
介護予防サービス

地域密着型
介護サービス

など

など

など

など

受けられるサービスは
要介護度によって異なります！

 申請に必要なもの
重度の介護を要する
状態

要介護4

中度の介護を要する
状態

要介護3

軽度の介護を要する
状態

要介護2

要介護1

社会的支援を部分的に要する状態
要支援1

要支援1・2と要介護1～5に該当
しない人
高齢者に対する健康づくりのための
講座や、生活機能が低下し、近い将
来介護が必要になるおそれがある
人に対する運動機能向上などの介
護予防教室があります。

非該当

重い認知症等がなく、心身の状態も
安定しており、社会的支援を要する
状態

要支援2

要介護5 最重度の介護を要す
る状態

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

正式には、「介護支援専門員」といい、介護認定を受けた人やその家族からの相談や希望に
よって、適切な介護保険サービスが受けられるようにケアプランを作成し、関係機関との連絡や
調整を行ったりします。

※ケアマネージャーとは？
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介護保険サービスを上手く利用して、ワーク・ライフ・バランスを実現しましょう。

九州大学では、介護が身近になった際、休暇などの制度があります。

教職員が利用できる休業等の制度

教
職
員
が
利
用
で
き
る

休
業
等
の
制
度
／

手
続
き
に
必
要
な
書
類

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

要介護1～5 要支援1・2

デイサービスセンターなどで、食事、入浴など
の日常生活上の支援や、生活機能の維持・改
善のための支援を日帰りで行います。

通所介護（デイサービス） 介護予防通所介護
デイサービスセンターなどで日常生活上の支援などの共通的サー
ビスと、その人の目標に合わせた選択的サービス（運動器の機能
向上、栄養改善、口腔(こうくう)機能の向上など）を提供します。

老人保健施設や医療機関等で、食事、入浴などの日常生
活上の支援や生活機能の維持・改善のためのリハビリ
テーションを、日帰りで行います。

通所リハビリテーション(デイケア) 介護予防通所リハビリテーション
老人保健施設や医療機関等で、共通的サービスとして日常
生活上の支援やリハビリテーションを行うほか、その人の目
標に合わせた選択的サービス（運動器の機能向上、栄養改
善、口腔(こうくう)機能の向上）を提供します。

ホームヘルパーが居宅を訪問し、入浴、排泄、食事等の身
体介護や調理、洗濯などの生活援助を行います。通院など
を目的とした、乗降介助（介護タクシー）も利用できます。

訪問介護(ホームヘルプ) 介護予防訪問介護
利用者が自力では困難な行為について、家族や地域の支
援などが受けられない場合に、ホームヘルパーによる自立
支援の観点からの訪問介護サービスが提供されます。

常時介護が必要で居宅での生活が困難な人が入所して、日常生活上の支援や介護が受けられます。
（要介護3以上、ただしやむを得ない事由により居宅での生活が困難であると認められる（特例入所
に該当する）要介護1・2の人も含む）

状態が安定している人が在宅復帰できるよう、リハビリテーションを中心としたケアを行います。（要介護1～5）

急性期の治療を終え、長期の療養を必要とする人に医学的管理に基づき、看護、介護、リハビリ
テーション等を行います。（要介護1～5）

介護職員と看護師が家庭を訪問し、浴槽を提供しての入
浴介護を行います。

訪問入浴介護 介護予防訪問入浴介護
居宅に浴室がない場合や、感染症などの理由から施設等
における浴室の利用が困難な場合などに限定して、訪問
による入浴介護が提供されます。

通院が困難な利用者へ、医師の指示に基づき、理学療法士や作業療法士、言語聴覚士が家庭を訪問し、リハビリテーションを行います。
訪問リハビリテーション 介護予防訪問リハビリテーション

福祉施設や医療施設に短期間入所して、日常生活上の支援や機能訓練などが受けられます。
短期入所生活・療養介護(ショートステイ) 介護予防短期入所生活・療養介護

通院が困難な利用者へ、医師の指示に基づき、看護師等が家庭を訪問し、療養上の世話や診療の補助を行います。
訪問看護 介護予防訪問介護

介護老人福祉施設
(特別養護老人ホーム)

介護老人保健施設

介護療養型医療施設
(療養病床等)

通院が困難な利用者へ、医師、歯科医師、看護師、薬剤師、
管理栄養士などが家庭を訪問し、療養上の管理や指導を行います。

居宅療養管理指導 介護予防居宅療養管理指導

対象者、取得要件、取得可能日数及び提出書類等の詳細について、下記に記載していないことや記載以外の
確認書類の提出を求めることがあります。申請の際、まずは所属部局等の人事担当係へご相談ください。

それぞれ対象者や取得要件の詳細についてお尋ねになりたい場合は、所属部局等の人事担当係へお尋ねください。
※1 有期教員等：有期教員、教員（年棒制）、特定有期教員、有期事務・技術系職員、特定有期事務・技術系職員、高度専門職員、再雇用職員、有期契
約職員、パートタイム職員 
上記の中で無期転換したものを含む

介護休業(無給)
負傷、疾病又は身体上若しくは精神上の障害により、2週間以上の期間にわたり常時介護を必要とする状態にある者（対象
家族）を介護する場合に取得できる。
・介護を必要とする一の継続する状態ごとに、原則として通算6月の範囲内（有期教員等※1 については93日）

介護のための部分休業(無給)
対象家族を介護するために、1日の勤務時間の一部を休業することができる。
・1日の勤務時間が6時間以下の日は取得不可。
・介護を必要とする一の継続する状態ごとに、連続する3年の範囲内（有期教員等※1 については93日）
・1日の勤務時間の始め又は終わりに、連続した4時間の範囲内において取得可。1時間単位。
始めのみ、終わりのみ、あるいは両方でも可。

介護のための時間外・深夜勤務制限
・対象家族を介護するために1月について24時間、1年について150時間を超えて時間外勤務しない請求ができる。
・対象家族を介護するために午後10時から午前5時までの間勤務しない請求ができる。

介護のための早出遅出勤務
対象家族を介護するために1日の勤務時間を変えることなく、１時間の範囲内において始業及び就業の
時刻を変更して勤務することができる。

介護のための休暇(有給)
対象家族の介護、通院等の付添い、対象家族が介護サービスの提供を受けるために必要な手続の代行その他の対象家族
の必要な世話を行うために取得できる。
・対象家族が1人の場合は1暦年において5日、2人以上の場合は1暦年において10日の範囲内の期間

施設サービス

手続きに必要な書類

有給・無給 提出書類

介護休業

介護のための休暇

介護のための部分休業

介護のための
時間外・深夜勤務制限

無給

有給

「介護休業申出書」
※申出期間満了前に復職する場合、「休業状況等変更届」
※開始予定日前に申出を撤回する場合は、「休業申出撤回届」

休暇簿・「対象家族の状態等申出書」

「介護のための部分休業申出書」

介護のための早出遅出勤務 「時間外勤務制限・深夜勤務制限・早出遅出勤務請求書」

「時間外勤務制限・深夜勤務制限・早出遅出勤務請求書」
-

教職員が利用できる休暇などの制度規程は当室HPからご確認いただけます。その他、福祉用具の貸与や販売、定期巡回や認知症対応型介護などの地域密着型サービスがあります。 http://danjyo.kyushu-u.ac.jp/HP

※休業等に変更が生じた場合は「休業状況等変更届」の提出要

通
所
し
て
利
用
す
る

施
設
に
入
所
す
る

訪
問
を
受
け
て
利
用
す
る

短
期
間

入
所
す
る

※要介護1～5の人が利用できます。

※早朝や夜間、深夜に20分未満の短時間訪問があります。
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介護期の手当や利用できる制度

研究補助者雇用支援（短期）は、九州大学（以下「本学」という。）に所属する研究者が、社会貢献の
ための会合出席や出産・育児、介護等のライフイベントにより研究の遅滞や中断に至ることがないよ
う、研究に専念できる環境を整備することで多様な人材の力を最大限発揮させ、本学の研究力を強
化することを目的とする。

目的

対象 本学に所属する教員又は学術研究員等（週20時間以上研究に従事する者）
※詳細は募集要項をご覧ください。

研究時間の確保が困難と認められる女性研究者を中心に、当該研究者の指揮命令下で直接研究を支援す
る業務に従事する研究補助者を雇用する経費等を支援しています。

◆介護休業給付金

◆研究補助者雇用支援（短期）

お問い合わせ先 研究・産学官連携推進部研究企画課研究企画係　TEL 092-802-2323

お問い合わせ先 各部局人事担当部署

●支給対象とならない場合
・介護休業取得時に退職が確定（予定）している休業は支給対象外。
・期間を定めて雇用されている場合、介護休業開始時において本学で１年以上雇用が継続していること。且つ、介
護休業開始予定日から起算して９３日を経過する日から６か月を経過する日までに、契約期間（契約が更新され
る場合にあっては、更新後のもの）が満了することが明らかでないこと。

①負傷、疾病または身体上もしくは精神上の障害により、２週間以上にわたり常時介護（歩行、排泄、食事等の
日常生活に必要な便宜を供与すること）を必要とする状態にある家族を、介護するための休業であること。
対象家族は、被保険者の「配偶者（事実上の婚姻関係と同様の状況の者を含む）」、「父母（養父母を含む）」、
「子（養子を含む）」、「配偶者の父母（養父母を含む）」、「祖父母」、「兄弟姉妹」、「孫」。
②雇用保険の被保険者が、その期間の初日及び末日とする日を明らかにして事業主に申し出を行い、これに
よって被保険者が実際に取得した休業であること。

家族を介護するために介護休業を取得した雇用保険の被保険者で、介護休業を開始した日の前
２年間に、賃金支払基礎日数が１１日以上ある完全月が通算して１２か月以上ある方。

※介護休業は、産前・産後休業中に開始することはできず、介護休業の期間中に他の家族に対する介護休業、産前・産後
休業、育児休業が開始された場合、それらの新たな休業の開始日の前日をもって当初の介護休業は終了し、その日以
降の分は介護休業給付金の支給対象とならない。

以下の①および②を満たす介護休業について、同一の対象家族について、９３日を限度に３回まで
に限り支給。

介護休業開始日から起算して１か月ごとに区切った支給単位期間（区切られた１か月の間に介護
休業終了日が含まれる場合は、その介護休業終了日まで）の各期間ごとに支給額を計算し、支給。
※介護休業を分割して取得する場合は、分割して支給。
※介護休業給付金の対象となる１回の介護休業期間は最長９３日（３支給単位期間）。

各支給対象期間ごとの支給額は、原則として休業開始時の賃金日額×６７％
※支給には上限があります。
※高年齢雇用継続給付を受けている場合、高年齢雇用継続給付の支給対象月の初日から末日までの間引き続いて介護
休業給付を受けることができるときは、その月の高年齢雇用継続給付を受けることはできない。

支給
対象者

支給
内容

支給額

対象となる
介護休業

介護支援リンク集

http://wwwa.cao.go.jp/wlb/

「仕事と生活の調和」推進サイト
（内閣府男女共同参画局 仕事と生活の調和推進室)

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/
hukushi_kaigo/kaigo_koureisha/gaiyo/

介護保険制度の概要
（厚生労働省）

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/
hukushi_kaigo/kaigo_koureisha/nintei/gaiyo2.html

要介護認定はどのように行われるか
（厚生労働省）

https://www.wam.go.jp/content/wamnet/
pcpub/top/

独立行政法人福祉医療機構 
WAM NET

http://www.pref.fukuoka.lg.jp/soshiki/
4400703/

http://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/
tiiki-houkatsu.html

地域包括支援センター（福岡県）福岡県高齢者地域包括ケア推進課

https://www.city.fukuoka.lg.jp/healthcare/
korei-kaigo/index.html

福岡市の高齢・介護（介護保険制度等）
https://www.city.itoshima.lg.jp/li/kurashi/
040/030/index.html

糸島市の介護保険制度等

https://www.city.kasuga.fukuoka.jp/
kurashi/hoken/kaigo/index.html

春日市の介護保険制度等

https://webmap.city.fukuoka.lg.jp/
fukuoka/G0303A

福岡市webまっぷ

https://ansinkaigo.jp/
安心介護

http://www.city.onojo.fukuoka.jp/
020/016/index.html

大野城市の介護保険制度等

介護支援をもっと
知りたい方へ

https://fukuwel.or.jp/
社会福祉法人ふくおか福祉サービス協会

http://www.fukukaikyou.gr.jp/
福岡市介護保険事業者協議会

https://ssl.city.fukuoka.lg.jp/fkmachi/pc/
福岡市バリアフリーマップ

http://paokko.org/

遠距離介護コミュニティ
（NPO法人パオッコ）

雇
用
保
険
か
ら
支
給
さ
れ
る
手
当

学
内
の
支
援
制
度

介
護
期
の
手
当
や

利
用
で
き
る
制
度

介護についての気になる情報が下記URLまたは
QRコードよりご覧いただけます！

連絡先リスト いざという時のために、事前に連絡先を確認しておきましょう。

●かかりつけの病院
病院名　　　　　　　　　　　

所在地　　　　　　　　　　　

電話番号　　　　　　　　　　

MEMO

●地域包括支援センター
団体名　　　　　　　　　　　

所在地　　　　　　　　　　　

電話番号　　　　　　　　　　

MEMO

●ケアマネージャー
団体名　　　　　　　　　　　

所在地　　　　　　　　　　　

電話番号　　　　　　　　　　

MEMO

●自治体の相談窓口
団体名　　　　　　　　　　　

所在地　　　　　　　　　　　

電話番号　　　　　　　　　　

MEMO

http://wwwa.cao.go.jp/wlb/
https://www.wam.go.jp/content/wamnet/pcpub/top/
http://www.pref.fukuoka.lg.jp/soshiki/4400703/
https://www.city.fukuoka.lg.jp/healthcare/korei-kaigo/index.html
https://www.city.kasuga.fukuoka.jp/kurashi/hoken/kaigo/index.html
https://ssl.city.fukuoka.lg.jp/fkmachi/pc/
https://webmap.city.fukuoka.lg.jp/fukuoka/G0303A
https://ansinkaigo.jp/
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/kaigo_koureisha/gaiyo/
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/kaigo_koureisha/nintei/gaiyo2.html
http://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/tiiki-houkatsu.html
https://www.city.itoshima.lg.jp/li/kurashi/040/030/index.html
http://www.city.onojo.fukuoka.jp/020/016/index.html
https://fukuwel.or.jp/
http://www.fukukaikyou.gr.jp/
http://paokko.org/



